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資料

スーバーコンピュータ SX-1 の

タイム• シェアリング・システム ATSS-AFの使い方（その2)

はじめに

大阪大学大型計算機センター研究開発部

長思野元秀

前回の「その 1(大阪大学大型計算機センターニュース、 Vol.16、No.l(1986年 5月号、 第

61号）、 pp.51-68)」では、スーパーコンピュータ SX-1の CP(control processor)上の ATSS-AF

(advanced ti me sharing system -advanced function)の基本的な事項について説明した。本稿で

は、前回の続きとして、まず統合ライプラリとファイルの管理用コマンドについてまとめ、次に行

エディタについてまとめる。そして、コンバイル・ユニットとロード・モジュールの作成のしかた

について述べる。「その 1」をまだお読みになっていない方は、まず「その 1」をお読み下さるようお

願いする。

なお、「その 1」に誤りと説明不足の部分があった。まず、その部分の修正および追加をしておこ

う。

O統合ライプラリの大きさ(2.2節）：統合ライプラリの領域の大きさは LIBALLOCコマンドの

SIZEバラメータで指定するが、「この大きさは初期値であり、ある程度までは自動的に大きくなる」

(p.59、上から 9-10行目）としたが、統合ライプラリの領域を自動的に大きくすることはできない。

領域がいっぱいになったときは、サイズの大きな別の統合ライプラリを作成して、すべてのサプフ

ァイルをそれにコピーしなければならない（コピーの方法は「その 1」の p.60を参照のこと）。

0数値計算用ライプラリの結合(2.3節）：エディタの中から runでプログラムを実行させると

きに、 ASLや MATHLIBのような数値計算用ライプラリを結合したいときがある。 このときは、次

のいずれかのようにすればよい。

E#RUN INLIB='LIB-ASLCP' 
E#RUN INLIB='LIB.MLIBCP' 
E魯RUNINLIB=('l,IB. 応LCP'.'LIB.MI,I BCP') 

; ASLを使いたいとき
; MATHLIBを使いたいとき
; ASLと MATHLIBの両方を使いたいとき

TSSでは、統合ライプラリ名やファイル名そのままを書くと、前に “ユーザ名." を補うが、',

でくくると“ユーザ名”は補わない（完全修飾名）。これらの数値計算用ライプラリは LIBという

ユーザの所有であると考えればよい。

0データ・ファイルの大きさ(2.5節）：データ・ファイルの領域の大きさは PREALLOCコマンド

の SIZEパラメータで指定するが、 「この大きさは初期値であり、ある程度までは自動的に大きく

大阪大学大型計算機センターニュース -31 - Vol. 16 No. 2 1986-8 



なることは統合ライプラリと同じである」(p.65、上から 3-4行目）としたが、統合ライプラリの領

域を自動的に大きくすることはできないのだから、この記述は誤っている。 データ・ファイル（よ

り詳しくは、順編成ファイル）は領域の大きさを自動的に大きくすることが可能であるが、 そのた

めには INCRSZバラメータを指定しなければならない。例えば、

ネ ＝＝＝＝

とすると、 まず、 300BLOCKの領域がとられ、これがいっばいになると 100BLOCKずつ 15回は

自動的に増えていく。

0データ・ファイルの属性(2.5節）： Fortranで使用するデータ・ファイルの領域を確保するに

は PREALLOCコマンドで「FIXTRKと NODELRの2つのバラメータを指定する必要がある」(p.65、上

から 4行目）としたが、これは順編成ファイルに対してのみ有効である。そして、直編成ファイル

(ACOS-1000では、直接編成ファイル）の領域を確保するには、例えば、

*PRf.ALLOC OIRFl FII.EORG=OIRECT SIZE=lOO BI.OCKSZ=80 

とすればよい。 このとき、レコード長はプロック長(BLOCKSZ)と同じで 80バイトになる。また、

直編成ファイルの SIZEバラメータの単位の既定値は TRACKである（順編成ファイルでは BLOCK

である）。なお、直編成ファイルの領域を自動的に大きくすることはできない。

それでは、本題に入ろう。

3. 統合ライプラリとファイルの管理

FILLISTや DELETE等の統合ライプラリやファイルを管理するためのコマンドについてまとめて

おこう。

3. 1. 統合ライプラリ名とデータ・ファイル名

今までファイル名（統合ライプラリ名とデータ・ファイル名を含む）は英字で始まる長さ 16文字

以内の英数字とハイフン(-)と下線(_)からなる文字列であるとしてきたが、実はこれは単純名と呼

ばれるもので、ファイル名は単純名を．で結合した 44文字以内の文字列であってもよい。 この

とき、 ． もこの文字数のなかに入るし、必ず先頭につく利用者番号と．（計 7文字）もこの文字

数のなかに入ることに注意しよう。

したがって、次の名前はすべてファイル名として正しいことになる。

SF'l.DATA、 FILE-A.FORTRAN、 PROGA.FOR.N012

ABC1.DEF2.GHl3.JKL4.MN05.PQR6.STU7.VりX8.Y

Al23456789012345.B123456789012345.Cl23456 
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ただし、例えば PROGA.F'OR.N012というファイルを作成してしまうと、 N012という名前はこの単

純名の並びでは最後にしかこない名前（ファイル・エントリ）として登録され、 PROGAと FORとい

う名前は途中にしかこない名前（ディレクトリ）として登録されてしまう。 したがって、 PROGA.F'OR

や PROGA.F'OR.N012.Aというファイルを作れなくなる。しかし、異なる単純名の並びの中ではこの

限りではないので、 P.F'ORや A.PROGA.F'ORや Q.F'OR.N012.Aというファイルを作ることは可能で

ある。このような機能はファイルのカタログ機能と呼ばれている。

統合ライプラリ中のサプファイルの指定は、 サプファイル名を（）でくくって統合ライプラリ

名の後に並べて、統合ライプラリ名（サプファイル名）とすればよい。 統合ライプラリ名にはファ

イル名と同じ規則が適用され、サプファイル名は前に述べたように英字で始まる長さ 28文字以内

の英数字と下線（＿）からなる文字列である。

3.2. 統合ライプラリとファイル情報の表示

ファイルの情報は FILLISTで見ることができる。 この項でファイルと言えば、ファイルと統合

ライブラリの両方を意味することにする。

OFILLIST すべてのファイルの情報を表示する。

OFILLISTファイル名 指定されたファイルの情報のみを表示する。

OflLLIST統合ライプラリ名 SUBFILE 指定された統合ライプラリとその中のすべてのサプフ

ァイルの情報を表示する。

OflLLISTファイル名 DETAIL 指定されたファイルの詳しい情報を表示する。

OflLLISTファイル名 SUMMARY 指定されたファイルの DETAILよりは簡単な情報を表示する。

o FI LLIST統合ライプラリ名 SUBFILEDETAIL 

指定された統合ライプラリとその中のすべてのサプファイルの詳

しい情報を表示する。

3.3. 統合ライプラリとファイルの内容の表示

ファイルの内容は LISTで見ることができる。この項でファイルと言えば、ファイルと統合ライ

プラリ中のサプファイルの両方を意味することにする。

OLISTファイル名

OLISTファイル名 SL

OLISTファイル名 PR

OLISTファイル名 HEX

OLISTファイル名 MIX

指定されたデータ・ファイルの内容を表示する。

指定されたソース・ユニットの内容を表示する。

指定された印刷イメージのファイルの内容を表示する。

指定されたファイルの内容を 16進数で表示する。

指定されたファイルの内容を文字と 16進数で表示する。

OLISTファイル名 RANGE=(a,b,c) 指定されたファイルの行番号 aから行番号 bまでを C
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3.4. ファイルの消去

番号おきに表示する。データ・ファイルの行番号は、 1、2、…と

する。

ファイルの消去は DELETEで行なう。この項でファイルと言えば、ファイルと統合ライプラリの

両方を意味することにする。

o DELETEファイル名 指定されたファイルを消去する。

o DELETE統合ライプラリ名（サプファイル名） 型

指定された統合ライプラリ中の指定された型のサプファイルを消去す

る。ソース・ユニットの型は SLを指定する。

oOELETE統合ライプラリ名（サプファイル名，サプファイル名，…） 型

指定された統合ライブラリ中の指定された型の指定されたすべてのサ

プファイルを消去する。ソース・ユニットの型は SLを指定する。

3ふ統合ライプラリ名とファイル名の星印規則

統合ライプラリやファイルの数が多くなってくると、名前がよく似たものをまとめて操作する機

能が欲しくなる。 ATSS-Afでは、次の星印規則で統合ライプラリやファイルを指定することができ

る。以下では、～は単純名を表わすものとする。

(1)ファイル名の最後の単純名が＊のときは、対応する位置の任意の単純名を表わす。

o f'I LL I ST f'1ぷ 名前が Pl.-というファイルの情報を表示する。 PI.---....... や PI.---.-.-

などは表示されない。

Of'ILLIST Pl.DATAぷ 名前が Pl.DATA.-というファイルの情報を表示する。 Pl.DATA.-....... 

や Pl.DATA.---.-.-などは表示されない。

Of'ILLISTネSUBFILE すべてのファイルとサプファイルの情報を表示する

o DELETE fl. ネ 名前が FL-というすべてのファイルを消去する。 FL---.-や fl• ...., • ...., • ...., 

などは消去されない。該当するファイルに対して消去するかどうかを順に問

い返してくる。

OOELETE fl.DATA.* NOCONFIRM 

名前が fl.DATA....... というすべてのファイルを消去する。いまは NOCONFIRM

バラメータを指定しているので、消去するかどうかを問い返さない。

この＊指定は LISTでは使えない。
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(2)ファイル名の最後の単純名が＊＊のときは、対応する位置から後の ．で区切られた任意の単

純名の並びを表わす。

OFILLIST Fl. 辞 名前が Fl.-、Fl.-----.---..、FI.-----.---...---..などのファイルの情報を表示する。

oFILLIST Fl.DATA. 林

名前が Fl .DATA.-----、Fl.DATA.---...---..、Fl.DATA.-----.---...---.. などのファイルの情

報を表示する。

oDELETE Fl. 辞 名前が FI.-、Fl.---...---..、Fl.---...---...---..などのファイルすべてを消去する。該

当するファイルに対して消去するかどうかを問い返してくる。 NOCONFIRMバラ

メータをつければ、問い返さずに該当するファイルをすべて消去する。

oOELETE辞 すべてのファイルを消去する。すべてのファイルに対して消去するかどうかを

問い返してくる。 NOCONFIRMバラメータをつければ、問い返さずにすべてのフ

ァイルを消去する。

この辞指定も LISTでは使えない。

3.6. サプファイル名の星印規則

統合ライプラリの中のサプファイルに対しても、星印規則が使用できる。こちらの方がファイル

に対するものより柔軟な指定が可能である。

(1)サプファイル名の一部が？のときは、対応する位置の任意の 1文字を表わす。

o FI LLI ST I LI B(A?) SUBFILE 

統合ライプラリ 1し18中で名前が Aで始まり長さが 2文字のサプファイ

ルの情報を表示する。

o LI ST I LI B(A??) 統合ライプラリ ILIB中で名前が Aで始まり長さが 3文字のサプファイ

ルの内容を表示する。

o DELETE IL I B(???) SL 統合ライプラリ !LIB中で名前の長さが 3文字のサプファイルで型

が SLのものをすべて消去する。 このとき、該当するサプファイルに対し

て順に消去するかどうかを問い返してくる。 NOCONFIRMバラメータをつけ

れば、問い返さずに該当するサプファイルをすべて消去する。

(2)サプファイル名の一部が＊のときは、対応する位置の任意の文字列（空列を含む）を表わす。

o Fl LLIST I LI B(Aネ） SUBFILE 

統合ライプラリ ILIB中で名前が Aで始まるサプファイルの情報を表示
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する。このとき、サプファイル Aの情報も表示される。

o Fl LLIST I LI B(A言Z)SUBFILE 

統合ライプラリ ILIB中で名前が Aで始まり、 Zで終わるサプファイル

だけの情報を表示する。このとき、サプファイル AZの情報も表示される。

OLIST !LIB(言FORT象） 統合ライプラリ ILIB中で名前のなかに FORTを含むサプファイルの内

る。このとき、サプファイル FORTの内容も表示される。

OOELETE ILIB(ネF象A言） SL 

ODELETE ILIB(象） SL 

統合ライプラリ ILIB中で名前のなかに Fと Aをこの順序で含むサプフ

ァイルで型が SLのものを消去する。このとき、該当するサプファイルに

対して消去するかどうかをJI傾に問い返してくる。 NOCONFIRMバラメータを

つければ、 るサブファイルをすべて消去する。

イプラリ ILIB中のすべてのサプファイルを消去する。順に消去

するかどうかを問い返してくる。 NOCONFIRMバラメータをつければ、問い

返さずにすべてのサプファイルを消去する。

辞やネ？などの意味のない指定は、エラーとなる。

(3)サプファイル名の先頭が ＾のときは、その後ろ全体の名前と一致しないサプファイルを表わ

す。

o Fl LLIST I LI BC A*) SUBFILE 

統合ライプラリ ILIB中で名前が Aで始まらないサプファイルの情報を

表示する。

OLIST ILIB(内） 統合ライプラリ ILIB中で名前の長さが 2文字でないファイルの内容を

る。

oDELETE ILIBCネF象A象） SL 

統合ライプラリ ILIB中で名前のなかに Fと Aがこのl眼序で含まないサ

ブファイルで型が SLのものを消去する。

指定消は一致するものが常に存在しないので、エラーとなる。

3.7. ファイルのコピー

ファイルのコピーには、 COPYコマンドを用いる。 このとき、新たにデータ・ファイルやサプフ

ァイルを作成する場合でも、もとのファイルの属性をそのまま使用するので、前もっ

しておく必要はない（統合ライプラリは確保する必要がある）。
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oCOPYファイル名l ファイル名2

指定されたファイルlをファイル2にコピーする。

OCOPY統合ライプラリ名（サプファイル名） ファイル名

指定された統合ライプラリのサプファイルをファイルにコピーする。

oCOPYファイル名 統合ライプラリ名（サプファイル名）

指定されたファイルを統合ライプラリのサプファイルにコピーする。この

とき、指定されたサプファイルがすでに存在しているときはコビーしない。

oCOPYファイル名 統合ライプラリ名（サプファイル名） REPLACE 

指定されたファイルを統合ライプラリのサプファイルにコピーする。この

とき、指定されたサプファイルがすでに存在していてもコピーする。

OCOPY統合ライプラリ名1(サプファイル名l) 統合ライプラリ名2(サブファイル名2) 型

指定された統合ライプラリ1の指定された型のサプファイル1を統合ライプ

ラリ2のサプファイル2にコピーする。 統合ライプラリ名2が省略されてい

れば、統合ライブラリ名1と考え、（サプファイル名2)が省略されていれば、

（サプファイル名1)と考える。ソース・ユニットの型は SLを指定する。

また、 REPLACEバラメータをつければ、サプファイル2がすでに存在して

いてもコピーする。

OCOPY統合ライプラリ名1(サプファイル名11,サプファイル名12,・・・）

統合ライプラリ名2(サプファイル名21,サプファイル名22,…） 型

指定された統合ライプラリ 1の指定された型のサプファイル11を統合ライ

プラリ2のサプファイル21に、統合ライプラリ lのサプファイル12を統合ラ

イプラリ2のサプファイル22に、……しこコピーする。統合ライプラリ名2が

省略されていれば、統合ライプラリ名lと考える。 ソース令ユニットの型

は SLを指定する。さらに、 REPLACEパラメータをつければ、サブファイ

ル名21、サプファイル名22、…がすでに存在していてもコピーする。

OCOPY統合ライプラリ名l 統合ライプラリ名2 ALL 

指定された統合ライブラリ1のすべてのサプファイルを統合ライプラリ2に

コピーする。 このとき、統合ライプラリ2に同じ名前のサプファイル存在

していれば、そのサプファイルはコピーしない。 REPLACEバラメータをつ

ければ、統合ライプラリ2に存在しているサプファイルもコピーする。

COPYコマンドのファイルやサプファイルの指定においても、星印規則を使うことができる。 た

だし、ファイルに対して辞は使えないし、サプファイルに対してはネしま 1個しか使えず、名と

？の順序が第 1バラメータと第 2バラメータで一致しなくてはならない。また、＾は使えない。
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OCOPY Flぷ f'2ぷ Fl. ネの＊に対応する単純名を F2.ネのネに置き換えてコピーする。 例

えば、 Fl.Aを F2.Aに、 Fl.DATAを F2.DATAにコピーする。

oCOPY ILIBl(A:I:) ILIB2(Bネ）

例えば、サプファイル ABCDを BBCDに、 A_PROGlを B_PROGlにコピー

する。

oCOPY ILIBl(????A店） ILIB2(???? ネ）

例えば、 ・サプファイル PROGA_Alを PROGAlに、 PROGA_Xl2を PROGX12

にコピーする。

3.8. ファイル名の付け替え

ファイル名の変更には、 RENAMEコマンドを用いる。

ORENAMEファイル名l ファイル名2

指定されたファイル1をファイル名2に変更する。

o RENAME統合ライプラリ名（サプファイル名1) (サプファイル名2)

指定された統合ライプラリのサプファイル1をサプファイル名2に変更する。

o RENAME統合ライプラリ名（サプファイル名11,サプファイル名12,…） 

（サプファイル名21,サプファイル名22,…） 

指定された統合ライプラリのサプファイル11をサプファイル名21しこ、サプ

ファイル12をサプファイル名22に、……に変更する。

RENAMEコマンドのファイルやサプファイルの指定においても、星印規則を使うことができる。

ただし、ファイルに対して、辞は使えないし、サプファイルに対しては＄は 1個しか使えず、ネ

と？の順序が第 1バラメータと第 2バラメータで一致しなくてはならない。 また、＾は使えな

い。

o RENAME F!.:f: F2. ネ Flぷのネに対応する単純名を F2.ネのネに置き換えたファイル名に変

更する。例えば、 Fl.Aを F2.Aに、 F!.PROGを F2.PROGに変更する。

o RENAME IL I Bl (Aネ） I LIB2(bネ）

例えば、サプファイル ABCDを BBCDに、 A_PROG! を B_PROGlに変更す

る。

o RENAME IL I Bl (????A度） ILIB2(???? ネ）

例えば、 サプファイル PROGA_Alを PROGAlしこ、 PROGA_Xl2を PROGX12

に変更する。
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4. 行エディタ

2.3節では、サプコマンドを使わない修正のしかたについて述べたが、行エディタには、もちろ

ん、多くのサプコマンドがある。行エディタのサプコマンドについてまとめておこう。

4. 1. 行エディタのサプコマンド

行エディタのサプコマンドには、指定されたサプコマンドに対応する処理を行ないすぐに E#の

プロンプトを返す編集サプコマンドと、行の入力を必要とするために行番号のプロンプトを返し、

その行の入力を待つ人カサプコマンドとがある。入カサプコマンドでは、 NE¥,/でエディタに入った

ときと同じように [Fを入力すると E#のプロンプトにもどる。

以下の項目(1)、(2)で、人カサプコマンドと編集サプコマンドについてまとめる。サプコマンド

の見出しで、英大文字と特殊文字はその文字自身の入力を表わし、英小文字については説明中で述

べてある意味を表わす（パターンについては 4.2節を、行については 4.3節を参照のこと）。また、

説明の最後の（）の中はバラメータを省略したときの既定値を表わしており、 ここで見出しと同

じ部分は省略できないバラメータを意味する。また、［］の中はサブコマンドを実行した後の現在

行を表わす。

(1)入カサプコマンド

oA n,a 

o I n,a 

oc nl:n2,a 

行 nの後に増分 aで行を追加する。ただし、 n>¥。入力の終わりは [F。

(¥+a, 10)、［追加した最後の行］。

行 nとその次の行との間に増分 aで行を追加する。入力の終わりは [F。

(., 10)、［最後に挿入した行］。

行 nlから n2までを増分 aの行で置き換える。入力の終わりは [F。

(.:., 10)、［入力した最後の行］。

(2)編集サプコマンド

OL nl:n2 行 nlから n2までの行番号と内容を表示する。(.:.)、 [n2]。

OGL @st沌，nl:n2 行 nlから n2のうち文字列 strを含む行の行番号と内容を表示する。

(@str@,-:¥)、[n2]。

GL /pat/,nl:n2 行 nlから n2のうちバターン patを含む行の行番号と内容を表示する。

(/pat/,-:¥)、[n2]。

OXL @str@,nl:n2 行 nlから n2のうち文字列 strを含まない行の行番号と内容を表示する。

(@str@, -:¥)、 [n2]。

XL /pat/,nl:n2 行 nlから n2のうちバターン pat を含まない行の行番号と内容を表示す
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る。 (/pat/,A:¥)、[n2]。

oo nt:n2 行 nlから n2までを削除する。(.:.)、 [n2の次の行］。

os @strl@str2@,nl:n2 

行 nlから n2までの行に対してすべての文字列 strlを文字列 str2で置き換

える。 (@strl@str2@,.:.)、 [n2]。

S /pat/str/ ,nl :n2 

oCB cl :c2 

ON n 

行 nlから n2までの行に対してすべてのバターン patを文字列 strで置き換

える。 (/str1 /str2/, . : .)、 [n2]。

文字列の探索範囲を桁 clから c2に変更する。 (1:72)、［．］。

現在行を行 nしこする他は何もしない。(.)、 [n]。

OM nl:n2,n3,a 行 nlから n2までの行を行 n3の後に増分 aで移動させる。

(. : . , n3, 10)、［最後に移動された行(n3の後の側）］。

OK nl:n2,n3,a 行 nlから n2までの行を行 n3の後に増分 aでコピーする。

(. : . , n3, 10)、［最後にコピーされた行(n3の後の側）］。

oNB nl,a,n2:n3 行番号 nlから増分 aで行 n2から n3までの行番号を付け直す。

OFILE ? 

OFILE I ib 

OR sf 

(10,10,A:¥)、［変化せず］。

現在、編集している統合ライブラリ名（サプファイル名） る。例えば、

I LI Bl (Fl)が表示される。この統合ライプラリを「編集統合ライプラリ」と呼ぶこ

とにする。初期値は EDITコマンドで指定した統合ライプラリ名である。

編集統合ライプラリ名を 1ibに変更する。

現在の編集用バッファをクリアし、編集統合ライプラリのサプファイル sfの内

容を読み込む。 (sf)、［最後に読み込んだ行］。

ORA sf,fnl:fn2,n,a 

イブラリ中のサプファイル sfの行 fnlから fn2までを読み込み、

バッファ中の行 nの後に増分 aで追加する。 (sf,sf全体，¥,10)、［最後に読み

込んだ行］。

ow sf,nl:n2 行 nlから n2までを編集統合ライプラリのサプファイル sfに書き出す。ファ

イルの上書きを確認する。（編集中サブファイル，-:¥)、［変化せず］。

oz sf,nl:n2 行 nlから n2までを編集統合ライプラリのサブファイル sfに書き出す。

きの確認はしない。（編集中サプファイル，万¥)、［変化せず］。

OEまたは 0 エディタを終了する。

OE Wまたは Qw バッファ全体をファイルに書き出し、エディタを終了する。

以上、エディタのサプコマンドについてまとめた。ここでは、サブコマンド名としては省略形を

用いた。 省略しないサプコマンド名には、例えば、 LISTや DELETEや SUBSTITUTEなどがある。
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すると、 DELETEなどは普通のコマンドにも同じものがあるので、

ElネDELETEIL I Bl (Fl) 

として、統合ライプラリ ILI Blのサプファイル Flを削除するつもりで、＊を忘れて、

E#OELETE I LI BI (f'l) 

とすると、エディタのサプコマンドとして解釈され、

ED410 INVALID SUBCOMMAND NAME: ILIBI(f'l) 

のような正体不明のメッセージが出てしまうので、注意をする必要がある。普通のコマンドと同じ

綴りのエディタのサプコマンドは、現在のところ、

D -DELETE、 L-LIST、 K-COPY、

の3つだけである。

4.2. バターン

GL、XL、Sサプコマンドではバターンは／／ではさむことにより指定した。 しかし、バターン

をはさむ記号は／でなくてもスペースと＠以外の文字ならば何でもよく、 例えば、 ？バターン？

ゃ：バターン：としてもよい。そして、バターンの中で特別の意味を持つ文字がある。

0 - バターンの最初にあれば、行の先頭の文字の左（行の始め）を表わす。

例 rsuB1 行の先頭にある文字列 SUBを表わす。

;x-21 -が行の先頭にないので、単に文字列 x-2を表わす。

〇¥ パターンの最後にあれば、行の最後の文字の右（行の終わり）を表わす。

例 /+Y)¥/ 行の最後にある文字列 +Y)を表わす。

o. 任意の 1文字を表わす。

例 /A •• / 文字 Aで始まる 3文字の文字列を表わす。

0 ネ 直前の文字が任意個続いた文字列（空文字列でもよい）を表わす。

例 /AB中Cl 文字列 AC、ABC、ABBC、ABBBC、…のいずれかを表わす。

/A. ネCl 文字 Aで始まり、文字 Cで終わる文字列を表わす。文字列 ACでもよい。

o [C 直後の特別な意味を持つ文字の意味を無効にし、単にその文字を表わす。 いわゆる、エ

スケープ文字である。 すべての特別な意味を持つ文字の意味を無効にするには、@@で

はさめばよい。

例 /3((.14159/ 文字列 3.14159を表わす。 ．の特別な意味を打ち消している。

大阪大学大型計算機センクーニュース -41 - Vol. 16 No. 2 1986-8 



これは @3.14159@と害いても同じである。

/[CA[C/[C.[C中[C¥/ 文字列＾／．利を表わす。 @ti.*¥@と同じである。

よく使用する Sサプコマンドの例をいくつか与えよう。

OSサブコマンド

例 S /INTEGER/REAL/ 現在行のすべての文字列 INTEGERを REALに置き換える。

S @1.8@1,8@ 現在行のすべての文字列 1.8を 1,8に置き換える。

S /A ••• // 現在行のすべての Aで始まる 3文字の文字列を削除する。

S ?l.*l?II? 現在行のすべての Iで始まり／で終わる文字列を／／に置き換える

（／と／の間を削除）。

また、 S/pat/str/の strの中の＆は patでマッチした文字列全体を表わす。

例 S /A+B/(&)/ &はバターンが一致した文字列を表わすので、現在行のすべての A+B

を (A+B)に置き換えることになる。

S /F…, !&&/ 現在行のすべての Fで始まる 4文字の文字列をそれを 2回繰り返

した 8文字の文字列に置き換える。

また、サプコマンド GLと XLのバターンの中では、次のような表記も可能である。

OGL /バターン1Iバターン2I…！パターン10/

XL/バターン1! バターン2! …！バターン10/

バターン1、バターン2、...、バターン10のいずれかのバターンを含む(GL)または含まな

い(XL)行を行番号とともに表示する。！は「または」を表わす。

例 GL /ABC!XYZ/ 文字列 ABCまたは XYZを含むすべての行を行番号と共に表示する。

OGL /バターン1&バターン2&…＆パターン10/

XL/バターン1&バターン2& ... &バターン10/

バターン1、バターン2、…、バターン10のすべてのパターンを含む(GL)または含まない

(XL)行を行番号とともに表示する。＆は「かつ」を表わす。

例 XL /ABC&XYZ/ 文字列 ABCも XYZも含まないすべての行を行番号と共に表示する。

4.3. 行の指定

サプコマンドの中で行を指定する方法には、次のものがある。

0行番号 指定した行番号の行を表わす。例えば、 10、00020など。

0 - バッファの最初の行を表わす。

〇¥ バッファの最後の行を表わす。
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0 現在行を表わす。 原則として、直前に操作を行なった行をさしている(4.1節の各

サプコマンドの［］の中を参照）。既存のファイルや統合ライプラリ中のサプファ

イルを指定してエディタに入ったときには、まずバッファヘの読み込みを行なう(R

サプコマンドに当たる）ので、現在行は¥となる。

〇的文字列0または／バターン／

現在行の次の行から調べて、最初に文字列（またはバターン）を含む行を表わす。こ

のとき、バッファの最後まで調べたら、最初の行から現在行までを調べる。行指定

のバターンは／／でしかはさめない。

例 /FUNCTION/、 @/@、 @3.14159@、 @X辞3@、 /A •• /、 IS. ネE/など。

0行＋行数 指定された行の指定された行数分だけ後の行を表わす。

行ー行数 指定された行の指定された行数分だけ前の行を表わす。

例 ~+3、 ¥-10、 .+l、 @F'UNCTION@+l、 IS. ネE/-1など。

以上のバターンと行の指定のしかたを頭において、もう一度、 4.1節のサプコマンドを見て頂き

たい。前には気が付かなかったいろいろなことを表現できるのに気が付くだろう（例えば、 n@str@ 

とすれば、次に文字列 strを含む行に現在行を移すことができる）。

5. コンバイル・ユニットとロード・モジュールの作成

コンバイル・ユニットやロード・モジュールを作成しておくと、実行するたびごとに翻訳や結合

を行なわなくてすむので、特に、ソース•プログラムのサイズが大きいときには有効である。 CP で

実行させるロード・モジュールを作成する場合と APで実行させるロード・モジュールを作成する

場合とでは、異なるコンバイラを使用する必要があるので、以下、 5.1節では、 CP用のコンバイ

ル・ユニットとロード・モジュールを作成し、実行させる方法を、 5.2節では、 AP用のコンバイ

ル・ユニットとロード・モジュールを作成する方法について述べる。

5. 1. C P用のコンバイル・ユニットとロード・モジュールの作成

(1)コンバイル・ユニットの作成(CP用）

統合ライプラリ ILI Blのサプファイル Flの CP用のコンバイル・ユニットが必要なときは、

*EDIT ILIBJ(Fl) 
CREATED UPDATED REV LINE NO-OF-BYTE LANTYPE ORIGINAL-ENTRY-NAME 
86-04-20 86-04-20 000 0000000 0000000000 FTFREE2 Fl 
E#FORT77 CULIB=ILIBI ; CP用の Fortran77コンバイラ
FORTRAN 77 ENTERED 
PROGRAM: FACT 
NO ERROR 
OBJECT PROGRAM PRODUCED 
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PROGRAM : F 
NO ERROR 
OBJECT PROGRAM PRODUCED 

E# 

とすると、 CULIBで指定した統合ライプラリ ILiBlの中にコンバイル・ユニットが作成される。

E#:1:FILLIST ILIBl SUBFILE 

NO. FILE/ SUBFILE NAME 

0001 A60000. ILIB1 

l Al 
2 Fl 
3 Sl 
4 F 
5 FACT 

E# 

I*** NAME LI ST ***I 
F'ILEORG TYPE 
LINKQD FILE 

SL 
SL 
SL 
CU(MAIN) 
CU(MAIN) 

FILLIST REV.071 

PWORD RUAF STATUS 
NO YES 

このとき、コンバイル・ユニット (CU)は、サププログラムごとに 1つのサプファイルとして作成

される。主プログラムは、名前が付いているときには、その名前のサプファイルが作られ(Fortran

では、 program文で主プログラムに名前を付けることができる）、 名前が付いていないときには、

FTMAINというサプファイルが作られる。 したがって、 1つの統合ライプラリにプログラムをいく

つか入れていると、コンバイルしたときにコンバイル・ユニットの名前に重複が起きることがある

ので注意を要する。 1つの統合ライブラリには 1つ(1種類）のプログラムを入れておくとよい。

また、コンバイル・リストが必要な場合には、 PRFILEパラメータを指定して、

E#FORT77 C¥JI. I B= I LI B 1 PRF 11,F:=ネSOllRCF:
FORTRAN 77 ENTERED 

SOURCE LIST 
ELN 

000010 
000020 
000030 
000040 
000050 
000060 
000070 

SOURCE LIST 
ELN 

000080 
000090 
000100 
000110 
000120 
000130 
000140 
000150 

；コンバイル・リストは端末に

N
1
2
3
4
5
6
7
 

L
 

9
-
＿＿＿＿＿＿＿ FORTRAN STATEMENT 

PROGRAM FACT 
INTEGER N,r 

l READ(5, ネ） N 
Ir (N.LT.O) STOP 
¥,/RITE(6, ネ） r(N) 
GOTO 1 

END 

N
1
2
3
4
5
6
7
8
 

L
 

,
 

•••••• FORTRAN SfATEMENT 

C 
INTEGER FUNCTION f(N) 

INTEGER N,J 

f=l 
DO 10 J=l,N 

f=JネF
10 CONTINUE 

END 
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辞＊＊枯辞***辞＊辞材：＊＊＊辞＊辞材：辞材：＊＊＊＊辞辞材：辞＊＊辞***辞＊辞材：枯辞枯辞辞辞林＊

ネ ＊

ネ FACT NO ERROR CU * 
ネ中
:I: F NO ERROR CU :f: 

* * ネ ERRORTOTAL : F : 0 S : 0 ¥,/ : 0 0 : 0 ネ

ネ ネ

中ネ****ネま*****ネネ***ネネ**ネネネ中ネネネネネネネまネネ中ネネネネネネネネ******ネ中ネネネネネネネネネ**ネネ中ネ*****
E# 

とすればよい。さらに、コンパイル・リストをファイルに入れたいときは、

E#FORT77 CUI.IB=ILIBl PRFll,E=ILIBl(PFI) SOURCE ; コンパイル・リストをILI Bl(PFl)に
FORTRAN 77 ENTERED 
PROGRAM : FACT 
NO ERROR 
OBJECT PROGRAM PRODUCED 
PROGRAM: F 
NO ERROR 
OBJECT PROGRAM PRODUCED 
E# 

とすればよい。 ファイルの確認は FILLISTコマンドや LISTコマンドにより可能である。このと

き、 FILLISTコマンドでみると、サプファイル ILIBl(PFl)の型は SLとなっているが、 LISTコ

マンドで表示するときには型 PRを指定する。そして、このサプファイルをセンターのライン・プ

リンタや日本語プリンタに印刷したいときには、 ACOS-1000に逆転送[5]して、 $FPRIコマンドや

$FPRIJコマンドを用いればよい。なお、ここで述べた以外のバラメータについては、文献[4]を参

照されたい。

また、エディタの中ではなく、ネのプロンプトで同じことを行なうには、ソース・ユニットを指

定して、

E#E. 
ネFORT77ll.lfl1(Fl) r.lJLlfl=ll,lfll 
FORTRAN 77 ENTERED 
PROGRAM : FACT 
NO ERROR 
OBJECT PROGRAM PRODUCED 
PROGRAM: F 
NO ERROR 
OBJECT PROGRAM PRODUCED 
ネ

のようにすればよい。
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(2)コンバイル・ユニットからの実行(CP用）

CP用のコンバイル・ユニットから実行を行なうには LOADGOコマンドを使う。 統合ライプラリ

I LI Blの中のコンバイル・ユニット FACTを実行させるには、

ネLOADGOFACT INLIB=ILIBl 
EXECUTION STARTED 
?~ 
120 
咆．＿ 
40320 

戸

とすればよい。 このとき、 F'ACTから呼ばれているすべてのサブプログラムのコンパイル・ユニッ

トが ILIBlの中になければならない。 必要なコンバイル・ユニットが複数の統合ライプラリに渡

って存在しているときは、 INLIBバラメータを INLIB=(ILIBl,ILIB2, ILIB3, ILIB4)のようにすれ

ば、最高 4個の統合ライブラリ中のコンバイル・ユニットを結合できる（数値計算用のライプラリ

を結合したいときは、 ILIB2などの代わりに 'LIB.ASLCP'や 'LIB.MLIBCP'を指定すればよい）。

このとき， RUNコマンドと同じようにロード・モジュールのサプファイルは作成されない。

実行時の CPU時間を指定するには、 CPTIMEバラメータ(CPUTIMEではない）を指定して、

ネI.OAOGOFAf.T I NI、IB=II.IBlf.PTIMF.=flO 
EXECUTION STARTED 
?lil 
3628800 
?5. 
120 
?.:.l 
ネ

とすればよい。単位は秒である。

(3)ロード・モジュールの作成

; CPU時間を 60秒までに

コンバイル・ユニットからロード・モジュールを作成するには、 LINKコマンドを使う。 統合ラ

イプラリ ILI Blの中のコンバイル・ユニット FACTからロード・モジュールを作成するには、

礼INKILIBlffACT) INLIB=ILIBl 
VER. RI.21 STLNK REV. 211 USER LM : FACT REV.000 
AN EXECUTABLE LOAD MODULE HAS BEEN PRODUCED 
NO ERRORS DETECTED 

ネFILLISTILIBl SUBFILE 
／ネネネ NAME LIST **ネ／

NO. F'I LE / SUBF'I LE NAME F'I LEORG TYPE 
0001 A60000. ILIB1 LINKQD FILE 
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* 

l Al 
2 Fl 
3 PFl 
4 Sl 
5 F 
6 FACT 
7 FACT 

SL 
SL 
SL 
SL 
CU(MAIN) 
CU(鳩 IN)
LM 

とすればよい。 このとき、 1番目のバラメータである ILI Bl (FACT)から呼ばれているすべてのサ

ププログラムのコンバイル・ユニットが ILiBlの中になければならない。 必要なコンバイル・ユ

ニットが複数の統合ライプラリに渡って存在しているときは、 INLIBバラメータを INLIB=(ILIBl,

ILIB2, …，I Ll89) のようにすれば、最高 9個の統合ライプラリ中のコンバイル・ユニットを結合

できる（数値計算用ライプラリを結合したいときは、 ILIB2などの代わりに 'LIB.ASLCP'や 'LIB.

MLIBCP'を指定すればよい）。

また、コンバイル・ユニットと異なる名前のロード・モジュールを作成するには、次のようにす

ればよい。

ネI.INK11.IBl〈PROGi)INI.IB=ILIBl F.NTRY=FACT 
VER. Rl.21 STLNK REV. 211 USER LM : PROGl REV.000 
AN EXECUTABLE LOAD MODULE HAS BEEN PRODUCED 
NO ERRORS DETECTED 
ネ

ここでは、統合ライプラリ ILIBlの中のコンバイル・ユニットに対して FACTを主プログラムとし

て、 FACTから呼ばれているすべてのサププログラムを結合し、 ILIBl(PROGl)というロード・モジ

ュールを作成した。

ネFIi.LiST11.IRl Sl/RFII.F. 

ネ

NO. FILE/ SUBFILE NAME 
0001 A60000.ILIB1 

1 Al 
2 Fl 
3 PFl 
4 Sl 
5 F 
6 FACT 
7 FACT 
8 PROGl 

/:j::j::j: NAME LI ST :j::j::j:/ 

F'ILEORG TYPE 
LINKQD FILE 

SL 
SL 
SL 
SL 
CU(MAIN) 
CU(MAIN) 
LM 
ば

(4)ロード・モジュールからの実行(CP用）

rlLLIST REV.071 
P¥,/ORD RUAr STATUS 
NO YES 

CP用のロード・モジュールを実行させるには、 CALLコマンドを用いる。
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ネCALLILIBHFACT) 
?5. 
120 
?a 
40320 

?.:1 
ネCAI」,ILIBl(PROGl) 

?10. 
3628800 

?5. 
120 
?.:1 
ネCALLILIBl(PROGl) CPTIME=30 

?l1 
40320 

?10. 
3628800 

?.:1 
ネ

(5)管理用コマンド

; CPU時間の指定

統合ライプラリのサプファイルとして作成されたコンバイル・ユニットやロード・モジュールの

情報をみるために、次のような F'ILLISTコマンドの使い方がある。

ネEll.LISI11.IBl SI. 
／＊材： NAME LIST ***I FILLIST REV.071 

NO. FILE/ SUBFILE NAME FILEORG TYPE PりORD RUAF STATUS 

0001 A60000. I LI Bl LINKQD FILE NO YES 

1 Al SL 

2 Fl SL 

3 PPl SL 

4 Sl SL 

ネEll、1、ISIll、181CU 
I*** NAME LIST ***I F'ILLIST REV.071 

NO. FILE/ SUBFILE NAME FILEORG TYPE PWORD RUAf'STATUS 

0001 A60000. I LI Bl LINKQD FILE NO YES 

1 F CU(MAIN) 

2 FACT CU(MAIN) 

ネEll」、ISIII.IBI I 、~
/ネ:1::1: NAME LIST :1::1::1:/ FILLIST REV.071 

NO. FILE/ SUBFILE NAME flLEORG TYPE PWORD RUAF STATUS 

0001 A60000. I LI Bl LINKQD FILE NO YES 

1 FACT LM 
2 PROGl LM 

ネ

5.2. AP用のコンバイル・ユニットとロード・モジュールの作成

AP用のコンバイル・ユニットとロード・モジュールの作成も SX-1の TSSで可能であるが、 AP
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による実行はバッチ処理でのみ可能であり、 ACOS-1000の CARDINサプシステムを使わなければな

らない（コンバイル・ユニットやロード・モジュールを ACOS-1000に逆転送する必要はない）。

(l)コンバイル・ユニットの作成(AP用）

AP用のコンバイル・ユニットを作成するには、 FORT77SXというコンバイラを使う点が異なるだ

けで、 CP用の場合とほとんど同じである。

ネEDITILIBICF'l) 
CREATED UPDATED REV LINE NO-OF'-BYTE LANTYPE ORIGINAL-ENTRY-NAME 
86-04-20 86-04-20 000 0000000 0000000000 F'TF'REE2 F'l 
E#FORT77SX (l/1、IB=ILIBIPRF'ILF.=ネSOl/R(F.
FORTRAN 77/SX ENTERED 
SOURCE LIST 

ELN 
000010 
000020 
000030 
000040 
000050 
000060 
000070 

SOURCE LIST 
ELN 

000080 
000090 
000100 
000110 
000120 
000130 
000140 
000150 

DIAGNOSTIC LI ST 
ELN LEVEL NO. DIAGNOSTIC MESSAGE 

000120 VEC 1 : VECTOR I ZED BY DO INDEX J 
**ネネネ中ネネネネ**ネ****ネネ******ネ**ネネ象**ネネネ字*******ネネネキ*******ネネネネ*****ネネネネネネ***

* * ネ F'ACT NO ERROR CU 象

* * ネ F'NOERROR CU ネ
ネ ネ
ネ ERRORTOTAL : F': 0 S : 0 Ii/ : 0 0 : 0 ネ
ネ 念

辞＊辞＊認＊吝誌辞認辞料：辞辞辞辞辞辞蹂含認認辞辞象辞辞辞辞認辞辞辞辞辞象象辞認辞ネ

N
1
2
3
4
5
6
7
 

L
 

．．．．．．．． FORTRAN STATEMENT 
PROGRAM FACT 
INTEGER N,F 

1 READ(5, ネ） N 
IF (N.LT.O) STOP 
WRITE(6, ネ） F(N) 
GOTO 1 
END 

N
1
2
3
4
5
6
7
8
 

L
 

•••••• 

FORTRAN STAT団ENT
C 

INTEGER FUNCTION F(N) 
INTEGER N,J 
F=l 
DO 10 J=l,N 
F=JネF

10 CONTINUE 
ENO 

E#£ 
象

ここでは、 DIAGNOSTICLISTとして、ベクトル化情報が出ている。コンバイル・リストを作成する

場合や、ネのプロンプトの場合も FORT77を F'ORT77SXに変更するだけでよい。 しかし、 AP用の
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コンパイル・ユニットの型も cuであり、 CP用の同じ名前のコンバイル・ユニットがあると、その

内容は壊れてしまうことになる。さらに、コンバイル・ユニットが CP用であるか、 AP用であるか

の情報は FILLISTコマンド等でみることができないので、 CP明と AP用のコンバイル・ユニット

は別の統合ライプラリに作成するようにした方がよいだろう。

(2)ロード・モジュールの作成

LINKコマンドは CP用と AP用の両方のコンパイル・ユニットに対して使えるので、 AP用のロ

ード・モジュールの作成のしかたば、 CP用のロード・モジュールの作成のしかたとまったく同じで

ある。ただし、数値計算用ライプラリは、 'LIB.ASLAP'と 'LIB.MLIBAP'を使う。このときも、ロ

ード・モジュールの名前は CP用と区別しないので、同じ名前の CP用のロード・モジュールが存

在しているときは注意を要する。

(3)ロード・モジュールからの実行(AP用）

APではバッチ・ジョプの実行のみが可能であり、バッチで SX-1を使用するには ACOS-1000の

CARDINサプシステムを使用する必要がある。 SX-1上に AP用のコンバイル・ユニットやロード・

モジュールがある場合のジョプ制御文については、文献[9]をされたい。なお、コンバイル・ユニッ

トから実行を行なうための LOADGOコマンドは使えない (LOADGOコマンドは CP上で実行させる）

LOAOGO 

SL :'J-ス•]こット

cu : J'Jll0イ9↓•]こット
LM: n- 卜~.{::)~ュ-,↓ 

;RTT7 
三三~~@]

□ RUN~ 

~7SX ACOS-1000の

冒□三ロニ；
「↓

CP上で実行

AP上で実行

図1.ロード・モジュールとコンバイル・ユニットの作成
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し、対応するコマンドもない。

5.3. コンバイル・ユニットとロード・モジュールのまとめ

以上の処理をまとめると図 1のようになる。この図で、→ は CP上で TSSにより実行され、→

は AP上でバッチにより実行される。このうち、 RUN、FORT77、FORT77SX、LINK、CALLに対応する

ものは CP上のバッチによっても実行できる。 CP上では TSSとバッチを処理することができるが、

AP上ではバッチしか処理できないことを思い出そう[l]、[2]。 そして、 SX-1のバッチヘの投入は

すべて ACOS-1000の CARDINサプシステムを使用して行なうことに注意しよう。

6. その他

(1)コマンドの一般形式

いままで、特に説明しなかったが、コマンドの一般的な形は次のようである。

念コマンド名 バラメータ1パラメータ2…Iゞラメータn

ここで、コマンド名とパラメータ並びの間はスペースでなければならないが、バラメータ間の区切

りは，でもよい。 そして、パラメータには、書く位置の決まったもの（定位置パラメータ）と書く

位置は任意でキィーワードで指定するもの（キィーワード・バラメータ）がある。定位置パラメータ

は主に省略できないパラメータ（例えば、ファイルや統合ライプラリなど）を指定するのに使われる。

一方、キィーワード・バラメータはオプション的なものに使われる。なお、本稿で述べた以外のコ

マンドについては、文献[10]、[11]を参照されたい。

(2)コマンドの省略名

コマンド名のうち、長い綴り(5文字以上）のものには省略形がある。今までは、省略形を用いな

かったが、これは長い名前の方がもとの意味をとりやすく、最初のうちは分かりやすいと考えたか

らである。しかし、慣れてくるとわずらわしくなってくる。そこで、本稿で使用したコマンドとそ

の省略形を示す。省略形が-のものは、省略形がないことを表わす。

ASSIGN ASS FORT77SX PSX 
ASSLIST ASSL F'ORT77SX F'SX 
CALL LIBALLOC LIBA 
CANCEL CAN LINK 
COPY LIST 
DELETE DEL LOADGO LG 
EDIT PREALLOC PREA 
FILLIST FILL RENAME REN 
fORT77 F77 RUN 

また、バラメータのキィーワードは、他のバラメータのキィーワードと区別がつくところまで書
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けば残りは省略可能である。

(3)ファイルのバックアップ

SX-1上のファイルは種々の事情によりパックアップを行なわない。 ACOS-1000上のファイルは

バックアップを行なっているので、重要な SX-1上のファイ）只ま ACOS-1000に逆転送しておけば

よい。しかし、ユーザがファイルを 1つずつ逆転送するのは面倒なので、パックアップ用のツール

がある。このツールについては、文献[12]を参照されたい。

7. おわりに

以上、スーバーコンピュータ SX-1の TSSである ATSS-AFについて、基本的な使い方、統合ラ

イブラリとファイルの管理、行エディタ、コンバイル・ユニットとロード・モジュールの作成につ

いて述べた。 SX-1を使用する際の参考になれば幸いである。
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